
1．はじめに

　日本において，少子高齢化による労働力不足は今後さ
らに進むとみられており，鉄道事業者にとっても働き手
の確保は重要な課題である。その解決策の 1つとして考
えられているのがシニア社員の活用である。一般に加齢
に伴い体力や機能等は変化するが，適切な対策を施せば，
安全に安心して業務を継続できる可能性がある。鉄道事
業者の業務のうち運転作業に着目した場合，加齢が影響
を及ぼす運転士の作業時の負担感やその作業に関連する
機能を特定した上で，運用面の工夫やハードによるバッ
クアップ，教育，訓練等により運転士を支援する対策が
考えられる。しかし，これまで加齢による体力や機能の
変化が運転士の作業にどのように影響するかについて網
羅的な調査は行われていなかった。また，加齢により，
さまざまな機能が変化するが，すべての変化が運転士の
作業に影響を及ぼすとも限らない。
　そこで本研究では，加齢に伴い負担感が増加する運転
士の作業の特定と，負担感の増加に関連する加齢による
機能変化について網羅的な調査を行った。
　なお，本研究で検討する運転作業の範囲は，異常時対
応を除く通常時の運転士の作業とした。また，シニア運
転士および，これに対比する若手運転士は以下のように
定義した。
　シニア運転士：「55歳以上」の運転士
　若手運転士： 「運転経験 3年以上」注 1かつ「39歳以

下」注 2の運転士
　注 1　 新人運転士を対象とした研修が免許取得後 3年

目で終了し，技術的に一人前であるとみなされ
ているため経験 3年以上であれば十分な技術を
備えていると判断

　注 2　加齢の影響の出始める 40歳以上を除外

2．�加齢に伴い負担感が増加する運転士の作業
の特定

　加齢によって負担感が増加する運転士の作業を特定す
るために 2つの調査を行った。

2. 1　調査
　最初に，運転士の作業の負担感調査を実施し，シニア
運転士と若手運転士に各作業の負担感の評価を求めた。
次に，シニア運転士が若手運転士よりも負担感を統計的
に高く評価した作業について，具体的な「大変さ」につ
いてヒアリング調査を実施した。
2. 1. 1　運転士の作業の負担感調査
　2社の鉄道事業者（A社，B社）の計 4職場の運転士
を対象に，A社は 2021年 6月，B社は 2020年 11月に
実施した。調査対象者の概要を表 1に示す。
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表1　負担感調査対象者

 
＊　　人間科学研究部　安全心理研究室
＊＊　人間科学研究部　人間工学研究室
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　調査では，評価対象となる作業を提示し，各作業につ
いて，どのくらい大変と思うかについて，5段階（1：
全く大変ではない～5：非常に大変）の評価を求めた。
　評価対象の作業は，運転士の作業内容が整理された先
行研究1）を参考にして選定したが，内容の網羅性や表現
の適切さについては，鉄道事業者（運転士を主管する部
署の担当者 12名）の確認を受けた。評価対象の作業は
運転士が行う通常作業（出勤点呼，出区点検，入区点検，
乗務交代，構内運転，信号の確認，時刻表・計器類の確
認，速度制御，進路の確認，退勤点呼，踏切支障時の対
応，天候不良時の取扱い，到着・発車の取扱い（ワンマ
ン），その他の作業場面における作業）で，A社では 84
作業，B社では 83作業であった。
　各作業に対する負担感の評価について，シニア運転士
と若手運転士の平均値の差について t検定を行った。そ
の結果，A社では 84個の作業のうち 27個について，B
社では，83個の作業のうち 34個についてシニア運転士
が若手運転士よりも統計的に有意（有意水準 5%）に負
担感を高く評価した。
2. 1. 2　具体的な大変さに関する調査
　負担感調査において，シニア運転士が若手運転士より
も負担感を高く感じている作業の全てが加齢の影響を受
けた負担増とは限らない。そこで，シニア運転士の負担
感が統計的に有意に高いことが確認された作業（A社
27個，B社 34個）について，具体的にどのように大変
かに関するヒアリング調査を実施し，加齢の影響によっ
て負担感が増加している可能性のある作業を特定した。
　調査は A社（2021年 10月），B社（2021年 7月）
の計 3職場の運転士を対象として実施した。調査では，
各作業がどのように大変かについて具体的な回答を求
め，被調査者の回答に応じて，質問を追加する半構造化
面接を行った。調査では，対象者を 1～3名の組に分け
て実施した。各組の調査所要時間は 50～60分であった。
ヒアリングの対象者の概要を表 2に示す。

2. 2　調査結果
　調査結果を図 1に示す。赤字は，運転士の作業の負担
感調査と具体的な大変さに関する調査結果から加齢に
よって負担感が増加すると判定された作業を示す。なお，
ヒアリング調査におけるシニア運転士の回答には，長い
運転経験の中で環境やルール，手順の変更等によって負

担が増加したというものが複数あった。これらは，加齢
の影響により負担感が増加したものではないと考えられ
る。また，シニア運転士が若手運転士よりも負担感を統
計的に有意に高く評価したものの，両者ともに評価値が
低い作業も含まれていた。そこで，負担感評価の平均値
が 3.0以下で，ヒアリング調査で全員が「大変ではない」
と回答した作業は加齢による負担感増はないものとして
整理した。一方，負担感評価での評価値が 3.0以下であっ
ても，ヒアリングでシニア運転士の多くから「加齢とと
もに負担が増加した」と回答があった作業は，加齢の影
響を受けていることが否定できないため，加齢によって
負担感が増加するものとして整理した。

3．負担感の増加に関連する機能評価

　シニア運転士の作業の負担感の増加に関連する加齢に
よる機能変化の影響を推定するために，エキスパート評
価を実施した。

3. 1　評価項目
　具体的な大変さに関するヒアリング調査において，負
担感調査で評価項目とした作業の中には，加齢による負
担増に影響する機能のエキスパート評価の評価項目とし
て適切ではないものがあることが明らかになった。この
ような項目については改めて評価項目を設定した。例え
ば，負担感調査では，「夜間（またはトンネル内で）の
懐中時計の確認」および「高速運転中の時刻表の確認」
を評価項目としたが，具体的な大変さに関するヒアリン
グ調査では，夜間や高速に限らず，時刻表，懐中時計，
計器類の確認は負担が高いことが明らかとなった。その
ため，エキスパート評価では，「時刻表の確認」「懐中時
計の確認」「計器類の確認」の 3つの作業項目を評価項
目として設定することとした。最終的に設定したエキス
パート評価用の評価項目を表 3に示す。

3. 2　エキスパート評価
　調査は，A社 B社とも 2022年 11月と 2023年 2月に
行った。運転作業について十分な知識のある，本社およ
び運転現場社員の計 22名（A社：10名，平均 37.5歳，
SD=5.42，B社：12名，平均 42.8歳，SD=4.75）を対
象に実施した。加齢に伴って負担感の増加する各作業
（表 3）に必要な機能に関するエキスパート評価を実施
した。
　評価対象とする機能（表 4）は，加齢の影響に関する
先行研究2）～24），運転士を指導する管理者の意見，具体
的な大変さに関する調査で得られたシニア運転士の回
答，自動車の高齢者講習の検査内容25）26）をもとに，次
の基準で選定した。

表2　具体的な大変さに関する調査対象者
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図1　加齢に伴い負担感が増加する運転士の作業
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　・運転作業に関連する機能
　・加齢の影響を受ける機能
　・鉄道事業者において，対応を取り得るもの
　評価者は，あらかじめ評価対象とする機能に関する説
明を受けた。調査では，各作業（表 3）に各機能（表 4）
がどの程度関係するかについて，5段階（1：関係しな
い，2：わずかに関係する，3：少し関係する，4：かな
り関係する，5：非常に関係する）での評価を求めた。

3. 3　評価結果
　エキスパート評価結果を表 5に示す。表中の黄色のセ
ルは評価の平均値が 3.5以上，赤のセルは 4.0以上を示
している。この結果から，加齢によって負担感が増加す
る作業には，視覚，判断力，注意，反応時間に該当する
機能が特に関係していることが明らかとなった。
　視覚は特に「信号の確認」，「時刻表・計器類の確認」
の作業場面に該当する作業と，「通過駅に進入する際の，
信号機・ホームの確認」，「進出時のワンマンミラー確認」，
「高速運転」に関連が高い。これらの作業は目を使った
確 認 作 業 で あ り， 加 齢 に 伴 う 視 覚 機 能 の 低
下2）～5）11）12）17）18）21）の影響を受けやすいと考えられる。
　判断力は，特に「高速運転中の信号確認」，「暗い時間
帯の信号確認」，「通過駅に進入する際の，信号機・ホー
ムの状況を確認」，「発車時の出発信号機の確認」，「進出
時のワンマンミラー確認」，「高速運転」，「遅延が生じて
いる中での運転」に関連が高い。具体的な大変さに関す

るヒアリング調査では，これらの作業で判断を誤ると大
きな事故につながることから特に気を付けており負担感
が高いという回答が多く得られた。特に高速運転時に
は，判断の遅れの影響がさらに大きくなることから，加
齢とともに判断力の低下を自覚しているシニア運転士の
多くが負担を感じているものと考えられる。
　注意は，特に「信号の確認」の作業場面に該当する作業，
「通過駅に進入する際の，信号機・ホームの状況を確認」，
「ホームを確認して扉の開閉」，「発車時の出発信号機の
確認」，「進出時のワンマンミラー確認」，「高速運転」，「遅
延が生じている中での運転」，「業務全般における指差」
に関連が高い。注意は，加齢の影響を強く受けるものの
1つであり2）6）7）22）24），加齢とともに複数の対象に注意
を同時に向けることや次々に異なる対象に注意を移動す
る能力が低下する。これらの作業は，複数の対象を同時
に確認したり，確認作業が高頻度で連続したりする作業
であり，加齢の影響を強く受けるものと考えられる。
　反応時間は，特に「信号の確認」の作業場面に該当す
る作業，「通過駅に進入する際の，信号機・ホームの状
況を確認」，「進出時のワンマンミラー確認」，「高速運転」
に関連が高い。反応時間は加齢に伴って長くな
る13）15）23）。特に高速運転時は異常を認めた際に素早く
反応することは重要である。また，信号の確認やホーム
の確認時に異常を認めた場合にも素早い反応が求められ
る。そのため，加齢に伴う反応時間の遅れを自覚してい
るシニア運転士は高速運転に対する負担感が高いものと
考えられる。

表3　エキスパート評価での評価項目 表4　負担感の増加に関連する機能評価で対象とする機能
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表5　関連する機能に関するエキスパート評価結果

表5　関連する機能に関するエキスパート評価結果（つづき）

鉃道総研報告　Vol.38,  No.6,  2024 41



4．まとめ

　運転士を対象とした調査から加齢に伴って負担感が増
加する運転士の作業を明らかにした。また，加齢によっ
て負担感が増加する作業には，加齢による視覚，判断力，
注意，反応時間の加齢による変化が影響していることを
確認した。
　加齢によって，様々な機能が低下したとしても，それ
を自覚して確認を徹底すること等によってエラーを防止
できる可能性がある。また，医療分野では高齢者を対象
とした認知機能訓練による注意機能等の向上効果が確認
されている27）28）。これらは，主に認知症患者を対象とし
たものであるため，そのまま鉄道運転士に適応すること
はできないが，これらを参考に鉄道運転士用認知機能訓
練を開発することができれば，シニア運転士の負担感を
軽減できる可能性がある。また，視覚機能は，訓練での
回復は難しいため，運転士の負担を軽減するためのハー
ド対策（運転室の明るさの改善等）が有効であると考え
られる。
　今後は，本研究で明らかとなった加齢による運転士の
作業の負担感の増加と関連する機能をもとに具体的な支
援対策の開発を目指す。
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